
今学期は5科目履修しています。

CHE 358: Computing in Chemistry
大学院共通科目。コンピュータプログラムの設計、数値解析の基本的な要素について学ぶ。繰り
返し作業の自動化、データのフィッティング、速度方程式の数値積分、信号解析、画像解析、量
子化学などのトピックが含まれる。毎週の課題。
<授業形態> 週2回対面授業。教授がスライドを使いながらコーディングツールで実演。
<学生数> 約20人

IAE 101: Digital Intelligence
計算人文学の方法と理論の入門。Pythonを用いて詩や音楽などの芸術作品を解析・理解し、実
用的かつ創造的な問題に応用する方法を学ぶ。2週間に1回のコーディング課題。
<授業形態> 週3回オンライン授業。教授がスライドを使用。
<学生数> 100人

IAP 390: Rethinking America
　現代アメリカ社会とアメリカ史の概要。記事の読解、講義、ディスカッション、ディベート、
プレゼンテーション、エッセイの作成を通して、現代の問題を考察する。事前に記事を読み、授
業内で指定されるテーマで話し合う。
<授業形態> 週2回対面授業。
<学生数> 約25人

CHE 133: General Chemistry Lab I
実験室での実験。物質の化学的・物理的性質、定量の技法、科学的方法論について学ぶ。実験
前・後テストとラボノートのカーボンコピー提出あり。
<授業形態> 学生による実験
<学生数> 約20人（これが60教室ある）

JPN 475: Undergraduate Teaching Practicum I
現地の教授に誘われて始めた、日本について学ぶ授業のTA。週6時間のオフィスアワーに訪れた
学生に対して、日本語、必要に応じて英語を交えて会話練習をする。

ニューヨーク州立大学ストニーブルック校（アメリカ）

　横市にいた時よりも授業数が少なく自由時間が多いため、一つ一つの課題や授業に丁寧に取り
組めています。授業内容は今まで扱ってこなかったものがほとんどなので新鮮さや新たな興味を
持ちつつ、少し不安な面もあります。授業資料が事前に公開される授業ではあらかじめ分からな
い単語を調べておくなど、予習の習慣を続けながら、テストにしっかり対応できるようにコツコ
ツと復習もしていきたいです。また言語の学習にも力を入れて取り組まなければいけません。私
の場合、韓国語と英語の両方のレベルアップを目指しているため、この2言語をどういったバラ
ンスで勉強していくかまだ模索中です。
　図書館が24時間、土日でも空いているため、勉強に集中したいときにいつでも利用できるのが
とてもありがたいです。また大学内にカフェがいくつかあり、充電もしながら勉強できるようス
ペースが整えられています。今後もこう言った場所をうまく活用しながら、1年後に成長できた
と自信を持って言えるように勉強に励みたいです。

淑明女子大学校（韓国）
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　まだ留学生活が始まって少ししか経っていませんが、すでに留学をしてよかったと感じていま
す。私は海外に住んでいたこともあったのですでにたくさんの国からの人たちと交流をしてきた
と思っていましたが間違いでした。コロンビア、カザフスタン、エジプトなど日本や私が今まで
住んでいた国では出会えないような人たちと関わることができています。他の国の文化の話を聞
いて驚くこともあれば、日本の文化を話して驚かれたりすることもあり、新たな発見をすること
がとても楽しいです。
　そして基本的にフラットメイトといるため英語しか話さない日がとても多く、今までこんなに
英語話したことない！というほど英語を喋っています。そのため２週間しか経っていませんが英
語力の伸びを感じます。しかし同時に自分の英語力の無さも感じるため、これからさらに上達で
きるよう努力したいと思います。
　授業が本格的に始まるのは10月からのため自分が留学に来た目的を忘れず、しっかり勉学に
励み、しっかり楽しめることは楽しみたいと思います。

ド・モントフォート大学（イギリス）

　毎週予習のある科目は「Racial thinking and xenophobia」だけですが、１回の予習で15~36
ページほどの論文を読みます。（今後はもっとページ数が増えていく予定です）専門用語のオン
パレードなので、前提知識がない自分にとっては読むだけでもエネルギーを使いますが、新しく
知ることも多く面白いです。今は予習よりも復習に時間を割いています。授業中に提示された出
来事の背景知識を調べたり、「これ英語で言いたかったけど言えなかったな」ということを調べ
たりしています。
　授業に関しては、正直現段階では聞くことで精一杯です。自分のボキャブラリーの少なさ、リ
スニング力・スピーキング力の低さに落ち込むこともありますが、分からなかったところはクラ
スメイトに聞いてカバーをしています。学びたい分野の授業が多く、内容も濃いのに自分の英語
力が足りず、理解できない部分が多いのは単純にもったいないですし、とても悔しいです。今は
この現状を受け入れて、残りの期間でいかに英語力を上げられるか考えたいと思います。

エトヴェシュ・ローランド大学（ハンガリー）

Y C U
長期留学
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　フランスで一か月暮らしてみて、特に生活面で日本と
フランスの違いを感じることが多かったです。
例えば、TJVやメトロなどの電車の乗り方やお店の営業
時間などは特に日本と違っていて少し戸惑うこともあり
ました。しかし、店員や近くにいる方が親切にしてくだ
さり、段々とフランスでの生活に慣れてきました。フラ
ンスに来てから周りの人の優しさに触れる場面が多くあ
り、感謝の気持ちでいっぱいです。

　フランスでは公園や大きな通りなどでマルシェが定期
的に開かれていて、おいしい食べ物や雑貨などを買うこ
とができます。マルシェで買い物をしたり、そのにぎや
かで明るい雰囲気を味わったりするのが最近の楽しみに
なっています。

リヨン第３大学（フランス）


